
てんかんに関する実態調査
－公益社団法人日本てんかん協会と小野薬品工業の共同実施－



調査手法 Web定量調査
実施時期 2026年8月17日(月)～8月21日(金)

対象者条件

TOTAL 1,110s

• 「てんかん」を認知している18歳以上の方
※「てんかん」と診断されている方、医療従事者・市場調査関係者を除く

調査仕様

調査概要①

1

18~39歳 40~59歳 60歳以上 TOTAL
男性 208s 169s 172s 549s
女性 217s 172s 172s 561s

一般消費者



調査手法 Web定量調査
実施時期 2026年8月17日(月)～8月21日(金)
対象診療科 脳神経内科（神経内科）、脳神経外科、精神科

対象者条件

TOTAL 119s

• 主診療科が脳神経内科（神経内科）、脳神経外科、精神科の医師
• 最近1ヶ月間にてんかんのある成人（15歳以上）の方

7名以上に薬物療法を実施している医師

調査仕様

調査概要②

2

脳神経内科 脳神経外科 精神科 TOTAL

46s 38s 35s 119s

医師



調査手法 Web定量調査
実施時期 2026年8月17日(月)～8月21日(金)

対象者条件

TOTAL 138s

• 医師から「てんかん」と診断されている18歳以上の人
• 最近2年間に発作が1回以上あった人
• 現在抗てんかん発作薬を服用している人
※「認知症」と診断されている患者、医療従事者・市場調査関係者を除く

調査仕様

調査概要③

3

18~39歳 40~59歳 60歳以上 TOTAL
男性 19s 32s 23s 74s
女性 40s 18s 6s 64s

てんかんの
ある人



調査結果

4



てんかんの社会的認識
【一般消費者】

5



てんかんの認知状況

6

一般消費者

てんかんの原因について てんかん発作の症状について
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てんかんの日常生活・社会生活への影響について てんかんの治療について



てんかんのイメージ
＜てんかんの原因について＞（いくつでも）

7

一般消費者

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

てんかんは
神経疾患

(脳の疾患)の
ひとつである

てんかんは
誰でも発症する
可能性がある
疾患である

てんかんは
遺伝性の

疾患ではない

てんかんは
遺伝性の
疾患である

てんかんは
精神疾患の
ひとつである

てんかんは一部
の限られた人
だけが発症
する､珍しい
疾患である

てんかんは
子どもの病気で
あり、大人は
発症しない

てんかんは
他人にうつる
(感染する)
疾患である

あてはまるもの
はない

関わった経験がある 58 34 15 12 14 11 1 1 14
関わった経験がない 34 27 14 9 8 8 1 1 34

39 28 14 9 9 8 1 1 30
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)
■⋯正しい選択肢 ■⋯誤った選択肢



てんかんのイメージ
＜てんかん発作の症状について＞（いくつでも）

8

一般消費者

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

発作が起きると､
全身を激しく

けいれんさせたり
泡を吹いて
倒れたりする

発作の前兆は
なく、

いつ発作が起きる
か分からない

発作が起きて
いる間は、意識を

失っている

突然ボーッと
したり、数秒間
動きが止まったり

するだけの
発作もある

治療をして
いれば発作は
ほとんど
起こらない

発作が起きて
いても、意識が
はっきりして
いる場合がある

発作が起きる
前に、本人だけが
わかる前兆を
生じることが

ある

毎日、あるいは
頻繁に発作が

起こる

あてはまるものは
ない

関わった経験がある 65 37 35 37 26 21 21 8 5
関わった経験がない 42 34 24 13 12 7 5 5 26

46 35 26 18 15 9 8 5 22
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)
■⋯正しい選択肢 ■⋯誤った選択肢



てんかんのイメージ
＜てんかんの日常生活・社会生活への影響について＞（いくつでも）

9

一般消費者

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

てんかんのある人
は自転車・自動車
などの運転や

スポーツをしては
いけない

てんかんのある人
は、仕事や結婚
などに支障が出る

ことが多い

発作が起きて
いない間も、常に
疾患の影響がある

てんかんのある人
はお酒を飲んでは

いけない

通学・就労・家事
などにおいて、
自立した日常生活
を送ることは

難しい

てんかんによって､
知能や性格に

何らかの悪影響が
ある

てんかんのある
女性は、妊娠・
出産を避けた
ほうが良い

あてはまるものは
ない

関わった経験がある 41 19 8 9 9 11 5 42
関わった経験がない 29 16 6 5 5 4 3 52

31 16 6 6 6 5 3 50
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)
■⋯正しい選択肢 ■⋯誤った選択肢



てんかんのイメージ
＜てんかんの治療について＞（いくつでも）

10

一般消費者

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

発作がある程度
抑えられれば、医師
の指導のもとで薬を
やめられる場合が

ある

適切な治療をすれば
発作を完全に抑える

ことができる

子どもの頃に発症し
たてんかんは、成長
に伴って自然に治る

ことがある

一度発症すると、
一生薬を飲み続け
なければならない

治療をしても
一生治らない

(発作がなくなら
ない)疾患である

薬だけでなく、
手術による治療を
行う場合がある

あてはまるものは
ない

関わった経験がある 31 19 22 14 14 15 28
関わった経験がない 16 14 10 9 7 5 51

19 15 13 10 8 7 46
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)
■⋯正しい選択肢 ■⋯誤った選択肢



てんかんのイメージ
＜てんかんのある人に対する配慮・サポートについて＞（いくつでも）

11

一般消費者

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

職場において、業務量
を減らす、

業務内容を変えるなどの
配慮が必要である

てんかんのある人は、
一人で行動しない方がよ

い

発作が起きた場合は、
すぐに救急車を呼ぶ

必要がある

てんかんがあることが
一目でわかりやすい
よう、目印を持たせて

あげることが
必要である

学校において、
行事や部活動への
参加を減らす

配慮が必要である

あてはまるものはない

関わった経験がある 32 24 19 14 14 36
関わった経験がない 21 19 20 11 8 47

23 20 20 11 9 45
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)
■⋯正しい選択肢 ■⋯誤った選択肢



てんかんについて認知していること

12

一般消費者

＊カテゴリー内TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

ほとんどの場合､
医師は薬で

てんかんの発作を
コントロールする
ことができる

てんかんの発作を
起こす可能性の
ある人は、

付き添いなしで
泳いではいけない

てんかん発作が
睡眠中にのみ
起こる場合は、
運転免許をもつ
ことができる

てんかん発作の
ある人は、機械を

使う作業を
避けるべきで

ある

就職活動をする
際､てんかん患者
は必ず自分の
てんかんに

ついて申告しな
ければならない

てんかん患者は､
発作を誘発する

可能性が
あるため、激しい
運動を避ける
べきである

てんかんは
精神疾患である

てんかん発作は
皆、似たような
症状を示す

あてはまるものは
ない

正しい選択肢 誤った選択肢
関わった経験がある 37 24 11 34 25 20 12 7 21
関わった経験がない 22 12 4 20 18 13 7 5 45

25 14 5 23 20 15 8 6 41
0%

20%

40%

60%

TOTAL(n=1,110) 関わった経験がある(n=214) 関わった経験がない(n=896)

正答個数 TOTAL（n=1,110）
0個：64%／1個：29%／2個：6%／3個：1%



てんかんの情報入手経験／時期

13

一般消費者

てんかんの情報入手経験 てんかんの情報入手時期
ベース：てんかんの情報入手経験がある

＊n<30は参考値



てんかんのある人と関わった経験

14

一般消費者



てんかんのある人が周囲にいた場合の不安度

15

一般消費者

TOP2
(%)

55

51

56

56

53

49

63

＊n<30は参考値



てんかんのある人が周囲にいた場合に必要な情報

16

一般消費者

ベース：「てんかん」という病気やてんかんのある人への対応について、情報を知っておかないと不安である
＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの値(%)

発作が起きた時
の症状・状態に

ついて

発作が起きた時
の身体的な

対処・サポート
について

発作が起きた時
の連絡先に
ついて

発作が起きた後
の身体的な
サポートに
ついて

発作が起きて
いない時に

配慮すべきこと
について

発作が起きて
いない時に活動
の制限があるか
どうかについて

発作が起きた後､
いつ頃から通常
通りの活動を
してよいのかに

ついて

発作が起きた後
の精神的な
サポートに
ついて

関わった経験がある 76 77 64 57 46 48 43 36
関わった経験がない 77 72 56 49 48 46 45 37

77 73 57 50 48 47 45 37
0%

20%

40%

60%

80%

TOTAL(n=978) 関わった経験がある(n=198) 関わった経験がない(n=780)



てんかんの疾患・治療実態
【医師／てんかんのある人】
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＜最近1ヶ月間＞
てんかん診療患者数／薬物治療実施患者数

18

医師

＊n<30は参考値



＜最近1ヶ月間に薬物治療を実施した患者＞
治療ライン別の内訳

19

医師

薬物治療
実施患者数
平均値
(人/月)

22.7

25.7

20.6

21.1

33.5

21.4

＊n<30は参考値



＜最近1ヶ月間に薬物治療を実施した患者＞
発作消失を達成している患者割合

20

医師

1剤目で治療中の患者 2剤目で治療中の患者 3剤目以降で治療中の患者

平均値
(人/月)

2.9

3.8

2.0

2.7

4.2

2.7

平均値
(人/月)

13.3

14.7

13.7

11.0

19.5

12.5

平均値
(人/月)

6.5

7.1

4.9

7.4

9.8

6.1

＊n<30は参考値



＜最近1ヶ月間に薬物治療を実施した患者＞
QOL改善が不十分な患者割合

21

発作消失を達成している患者 発作消失を達成していない患者

医師

平均値
(人/月)

5.2

6.4

3.1

5.7

9.6

4.6

平均値
(人/月)

17.6

19.2

17.6

15.4

23.9

16.8

＊n<30は参考値



てんかんの治療目標

22

医師

理想としている状態 最低限ここが達成できていれば
十分な治療ができていると思う状態

＊n<30は参考値



抗てんかん発作薬における重視項目
（重視度が高い順に1~3位）【TOTAL】

23

医師

＊1～3位計降順



抗てんかん発作薬の項目別満足度
【TOTAL】

24

医師

＊重視項目で降順
ベース(＊)：当該ライン以降の抗てんかん発作薬で治療中患者あり

「満足」と感じる項目

「不満」と感じる項目

＊ ＊



抗てんかん発作薬の総合満足度

25

医師

TOP2
(%)

28

33

26

23

15

29

＊TOP2：満足している＋非常に満足している

＊n<30は参考値



てんかん領域における課題
＜薬物治療そのものについて＞（いくつでも）

26

医師

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロット

の値(%)

発作のコントロールが十分でない
患者がいる

副作用により治療継続が
難しい患者がいる

患者の希望やライフスタイルに
合う治療薬がない

課題と感じていることはない

脳神経内科 76 52 15 9
脳神経外科 71 42 3 13
精神科 54 31 14 14
専門医 77 38 8 8
非専門医 67 43 11 12

68 43 11 12
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=119) 脳神経内科(n=46) 脳神経外科(n=38) 精神科(n=35) 専門医(n=13) 非専門医(n=106)

＊n<30は参考値



てんかん領域における課題
＜治療アクセスについて＞（いくつでも）

27

医師

※表に記載の
数値はプロット

の値(%)

難治性の患者を
紹介できる

専門病院の不足

専門医の不足 てんかん重積への
対応設備の不足

逆紹介できる
かかりつけ病院の

不足

救急搬送先の不足 誤診や診断の遅れ 地域格差 課題と感じている
ことはない

脳神経内科 43 33 30 43 33 20 17 7
脳神経外科 47 34 34 13 18 21 11 11
精神科 46 34 26 20 14 14 11 17
専門医 23 31 31 31 38 8 15 0
非専門医 48 34 30 26 21 20 13 12

45 34 30 27 23 18 13 11
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=119) 脳神経内科(n=46) 脳神経外科(n=38) 精神科(n=35) 専門医(n=13) 非専門医(n=106)
＊TOTAL降順

＊n<30は参考値



てんかん発作の頻度

28

＊n<30は参考値

てんかんの
ある人



てんかん発作の程度

29

＊n<30は参考値

てんかんの
ある人



てんかんによる日常生活・社会生活の困りごと
（特に解消したいもの1~3位）【TOTAL】

30

発
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こ
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車
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／
怪
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が
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築
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＊1～3位計降順

てんかんの
ある人



てんかんの治療目標

31

自身が考える治療目標 医師から説明された治療目標

＊n<30は参考値

てんかんの
ある人



発作コントロール状況についての医師説明

32

＊n<30は参考値

てんかんの
ある人



抗てんかん発作薬における重視項目
（重視度が高い順に1~3位）【TOTAL】

33

＊1～3位計降順

てんかんの
ある人



抗てんかん発作薬の項目別満足度
【TOTAL】

34

＊重視項目で降順

「満足」と感じる項目

「不満」と感じる項目

てんかんの
ある人



抗てんかん発作薬の総合満足度

35

TOP2
(%)

45

61

50

33

15

＊TOP2：満足している＋非常に満足している

＊n<30は参考値

てんかんの
ある人



治療変更への関心度

36

＊TOP2：やや関心がある＋非常に関心がある

＊n<30は参考値

TOP2
(%)

36

30

35

39

46

てんかんの
ある人



＜治療変更に関心がある人＞
治療変更に関心がある理由

37

＊TOTAL降順
ベース：治療変更に関心がある

＊n<30は参考値

※表に記載の
数値はプロットの

値(%)

発作が残っているから 副作用があるから 現在の治療は費用が高い
から

現在の薬は服用が面倒
だから

その他

年に数回以下 83 24 3 7 7
月に1回以上 75 30 20 20 0

80 27 10 12 4
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=49) 年に数回以下(n=29) 月に1回以上(n=20)

てんかんの
ある人



＜治療変更に関心がない人＞
治療変更に関心がない理由

38

ベース：治療変更に関心がない/どちらともいえない

＊n<30は参考値

＊TOTAL降順

※表に記載の
数値はプロットの

値(%)

発作の点で
現在の治療に

満足しているから

これ以上良い治療
がなく、てんかんが

良くなるとは
思えないから

副作用の点で
現在の治療に

満足しているから

治療変更が
不安・怖いから

治療目標を達成
しているから

既に治療は
十分検討したから

その他

年に数回以下 50 26 19 16 16 9 2
月に1回以上 31 45 21 17 17 7 0

44 32 20 16 16 8 1
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=87) 年に数回以下(n=58) 月に1回以上(n=29)

てんかんの
ある人



治療方針決定時の確認内容
【TOTAL】

39

医師



てんかん領域における課題
＜患者とのコミュニケーションについて＞（いくつでも）

40

医師

※表に記載の
数値はプロット

の値(%)

患者が意向をうまく
伝えられていない

診療時間が限られている 副作用の説明に時間が
かかる

自身と患者の治療目標に
乖離がある

課題と感じていることは
ない

脳神経内科 48 37 28 30 15
脳神経外科 34 29 26 13 29
精神科 20 37 20 11 29
専門医 46 31 31 23 0
非専門医 34 35 25 19 26

35 34 25 19 24
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=119) 脳神経内科(n=46) 脳神経外科(n=38) 精神科(n=35) 専門医(n=13) 非専門医(n=106)

＊n<30は参考値

＊TOTAL降順



※表に記載の
数値はプロットの

値(%)

病院で相談
しやすい雰囲気

発作を記録する
ツール

受診前に医師への
質問を整理できる
チェックリスト

定期的に治療
ゴールを話し合う
ためのツール

オンラインや電話
での相談窓口

その他 特になし

年に数回以下 49 32 28 26 13 1 9
月に1回以上 69 39 29 20 10 2 2

57 35 28 24 12 1 7
0%
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40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=136) 年に数回以下(n=87) 月に1回以上(n=49)

希望を伝えやすくなるための支援

41

＊n<30は参考値

＊TOTAL降順

てんかんの
ある人



てんかんを打ち明けられる相手
【TOTAL】

42

家族・パートナー 友人 恋人

＊n<30は参考値

職場の同僚・上司・部下 学校の先生

てんかんの
ある人



てんかんを打ち明けられない理由
【TOTAL】

43

ベース：てんかんや発作について打ち明けづらい/打ち明けられない
＊TOTAL降順

偏見や誤解を
持たれたり、
差別を受けるこ
とが心配だから

病気のことを
理解してもらえな
いと思うから

就職や仕事、
学業などで不利
益を受けること
が心配だから

心配や負担を
かけたくない

から

人間関係に影響
することが心配

だから

自分の病気に
ついて話したく

ないから

打ち明ける
必要性を

感じないから

その他 答えたくない

65 55 45 42 39 34 21 0 0
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=62)

てんかんの
ある人



あると望ましいてんかんの支援・制度
【TOTAL】

44

＊TOTAL降順

正しい知識の
普及啓発

医療費負担
軽減

公共
サービス・
制度の充実

新薬の開発、
治療研究開発

福祉的就労の
機会拡大

地域医療の
充実

グループホーム
など生活の場の

充実

その他 あてはまる
ものはない

70 48 43 33 32 22 12 1 13
0%

20%

40%

60%

80%

100%

TOTAL(n=138)

てんかんの
ある人



Dedicated to the Fight against Disease and Pain 
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